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子どものメガネの選び方 

きちんと装用できる眼鏡１ 

軽くて、かけやすい眼鏡２ 
軽くて、お子さんの扱いにも耐えられる素材

を選びましょう。 

フレームではセルやチタン、レンズでは 

プラスチックが良いでしょう。キズや汚れ防止

のコーティングがされているレンズや、重さや

厚みを軽減するレンズもあります。 

治療用の眼鏡なので、目の中心にレンズの 

中心がきちんと合うことが最も重要です。 
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ズレ落ちにくく、痛くならない眼鏡 ３ 
お子さんの頭を上から見ると、大人に比べ丸い

形をしています。また、鼻が低く、耳の位置も大

人に比べるとやや低い位置にあります。 

そのため、子ども用の眼鏡は、頭を包みこむよう

なデザインで設計されています。 

購入される時は子ども用の眼鏡であることを 

確認し、お子さんの顔に合わせて微調整してもら

うようにしましょう。 

お子さんや保護者の方が気に入った眼鏡 ４ 
どんなに良い眼鏡でも、お子さんが嫌がって

しまうと眼鏡をかけなくなることがあります。 

子どもの眼鏡を多く扱っているところで、

お子さんも気に入るデザインや色の眼鏡を 

選ぶことも重要です。 

調整の上手な眼鏡店 ５ 
フレームが曲がったり、部品が外れたりする

ことが多いので、できれば調整の上手な眼鏡

店を選びましょう。 

＊9歳未満の治療用の眼鏡は、 

療養費支給の対象になる場合があります。 

詳しくは、主治医にお尋ねください。 
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